
【題　名】

「消えないでまちの魚屋さん」

【学校名・学年】

九州文化学園小学校・５年

【製作者】

末吉　真梨（すえよし　まり）さん

【講　評】
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第７１回統計グラフ全国コンクール　「入選」受賞

魚のことが大好きで、魚と町の魚屋さんを守っていきたい

という強い思いがよく伝わってきます。長崎県統計年鑑や

各自治体のホームページを利用して、正確なデータを収集

していることや、データにないものは、自分の足で市内全

ての店を周り、情報を収集している点が評価できます。ま

た、魚屋さんに消えてほしくないという主張をするため、

目的に応じた質問をし、調査を実施している点もすばらし

いです。調査をしていく中で、町の魚屋さんとの触れ合い

の大切さに気付いたことは、きっと今後の財産になると思

います。



【題　名】

「昭和 平成 令和 どんな時代を生きていた？」

【学校名・学年】

長崎市立西城山小学校・６年

【製作者】

田崎　芽唯（たさき　めい）さん

【講　評】

ただの長崎県の歴史の勉強ではなく、祖母と母が自分と同

じ１０才のときには、どんな世の中だったのだろうと考

え、それを調べた発想がユニークですばらしい作品です。

人口や出生数、平均気温など、よく目にするデータから始

まり、米の収穫量や漁獲量、最後の犯罪認知件数に至るな

ど、様々なことを調べています。おそらく、日常の生活の

中で、「これって昔はどうだったんだろう」という興味を

持つ対象がどんどん広がっていったのだろうと推察しま

す。また、グラフに表す際に、棒グラフや折れ線グラフ、

円グラフなどの様々なグラフを使って、視覚的に捉えやす

くまとめているところも評価のポイントです。
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【題　名】

「ミズイカやタコが食べられなくなる！？」

【学校名・学年】

諫早市立西諫早小学校・６年

【製作者】

加世田　姫夏子（かせだ　ひなこ）さん

【講　評】

身近な祖父の発言から興味を抱き、それを調べてみようと

実際に調査した行動力がすばらしいです。どんなことにも

疑問をもち、自分で確かめようという探求心はとても大切

です。ミズイカとマダコの月ごとの漁獲量を見やすくする

ために、色分けしてグラフ化するところや、本当に漁獲量

が減っているか調べるために、一日平均を調べたところも

評価のポイントです。イカ・タコをきっかけとして、漁業

全体に目を向けた結果、環境問題を考えることができ、よ

い学習になったのではないでしょうか。
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【題　名】 【題　名】

「バスの苦情が多いのなぁぜなぁぜ？バスの利用について」 「ワタシのパンケーキ屋さん」

【学校名・学年】 【学校名・学年】

長崎大学教育学部附属小学校・６年 佐世保市立清水小学校・６年

【製作者】 【製作者】

森　文香（もり　あやか）さん　田上　結衣（たがみ　ゆい）さん 森　優愛（もり　ゆあ）さん
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